
キーワード：  基礎的・基本的な知識・技能の習得と活用 
 

学力向上に向けた取組       函館市立あさひ小学校  
 

1  課題 

 ○基礎的・基本的な知識・技能の確かな定着 

 ○思考力・判断力・表現力等の育成 

 

２ 課題解決の具体策 

① 言語力を身に付け、共に学び合う授業を創造する校内研修の充実 
② 図書の充実や図書館の整備を通した日常の調べ学習や読書活動の推進 
 

３ 取組の概要 

① について 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② について 
 

 
○新刊図書の購入                     ○朝読書の継続 

  ○データベース化の導入                  ○お話会の実施 

  ○配架の工夫                       ○図書館ボランティアの要請 

                               ○調べ学習による活用 

 

 

４ 成果と課題 

 ○言語活動や学び合う場面を工夫した授業や読書活動を進めたことにより、子どもの学習意欲や

集中力に高まりが見られたとともに、全体の場で堂々と発表するなどの表現力が向上してきた。 

  ●基礎的・基本的な内容の定着は、全体的なレベルアップが不十分である。子どものつまずきをフ

ォローする時間の確保や家庭学習をどう習慣化させるかが課題である。 

１ 知識・技能の活用場面における

言語活動の充実を図ることによ

り、共に学び合いながら、思考

力・判断力・表現力等をはぐくむ

ことができるだろう。 

２ 共に学び合う場面を意図的に

取り入れることにより、自らの高

まりを実感しながら意欲的に取

り組むことができるであろう。 

○音読の工夫 

○ワークシートの活用 

○絵・写真・ペープサート 

○準備プリントの活用 

○国語辞典の活用 

 

学び合う場面の工夫 

○ペア・グループ学習・話し

合い 

○ワークシートや準備プリ

ントをもとにした交流 

○各自の要約や考えの交流 

１年 「みんなにつたえよう」 

２年 「じゅんじょやようすを考えよう」 

３年 「まとまりやつながりに気をつけよう」 

４年 「すじ道を立てて考えよう」 

５年 「内容を的確におさえながら読もう」 

６年 「情報の伝え方を考えよう」 

全体及びブロックによる研究協議 

「研究だより」による成果と課題の共有化 

「日常実践交流」による成果の交流と工夫改善 

研究の仮説 

 言語活動の工夫 全学級による授業公開 

図書館の整備 読書活動の推進 


